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監督デピュー50
クリント•イーストウッド
勇気、希望、友情、そして愛…
これまで数々の人生を描いてきたイ―ストウッドの名台詞
文＝芝山幹郎（評綸蒙・翻訳家）

イーストウッドの好みそうな台詞だ。昔から、映画のなかの彼はいくつも名台詞を吐

いてきた。だれもが知っているのは、ダーティハリー4 (1 983) の「Go

ahead, make my day.（撃つてみろ。望むところだ）」の一行
だろう。タフガイの役が多かったせいか、初期のイーストウッドには勇ましい台詞が

多い。だが、年齢を重ねるにつれて、もっと陰蒻の深い台詞を口にするようになる。

たとえば、名作『許されざる者」 (1992) のなかにはこんな台詞が出てくる。「Aを

殺すのは大変なことだ。相手のこれまでの人生をすべて
奪い、未来までもそっくり奪うことになる」

あるいは、少しあとのマディソン郡の橋 (1995) にも渋い台詞があった。「·

の夢はいい夢だった。成就しなかったが、見ていて楽し
い夢だった」

だが、イーストウッドの本領は、アイロニーとふくみ笑いを伴う辛辣なひと言を放つと

きに発揮される。 9 グラン・トリノj (2008) の主人公ウォルト・コワルスキーは、街角で

からんできたチンピラにこう言う。「カヽらん，じゃしヽけない相手に、たま

に出くわすときがあるってことに気づかないのか。籠が
そういう相手だよ」

あるいは運び麗（2018) の中で、思わずくすりとさせられたこんな台詞。「100

まで生きたいと思う奴は、 99歳の老人だけだ」

人生の深淵を覗かせる言葉も、相手をあっさり武装解除させてしまう減らず口も、

イーストウッドにはよく似合う。彼は、アクションの達人であると同時に、言葉の達人で

もあった。映画のなかだけでなく、過去のインタヴューなどでの発言にも面白いもの

が多い。締めくくりに、少しだけ紹介しておこう。「冦、は＾；シミス：ムを信じ

ない。事態が思うように運ばないときは、前に進め。雨が
鵬りそうだと思うと、本当に降るものだ」

もうひとつ、おまけを。「道理をわきまえた人間になろうとしたこ

とはあった。でも、そんな自分が気に入らなくてね」
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